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鍵巻頭特集鍵

旭川医科大学スキルズ・ラボラトリーの紹介

はじめに

スキルズ・ラボラトリー管理運営委員会委員長 高 後裕

旭川医科大学のスキルズ・ラボラトリーは、本学医学教育実践指導センターの教育内容・方法調査研究部門に

所属する施設です。これは、学部学生および研修医に必須の基本的手技に関する技能教育、医師の生涯教育にお

ける高度技能習得の援助、看護師・救急救命士など医療従事者の技術教育、一般市民の基本的救急救命処置の実

習などに関する技術的指導と援助、ならびに教材の開発を目的として設立されました。

施設は附属病院１階にあり、医療面接実習や画像診断の習得が容易なコンピュータ・アシストラボラトリー、

採血・縫合・直腸診・内診など多くの基本的手技を実習する基本的臨床スキルズ・ラボラトリー、眼底．耳診察

の生体モデルや高度な眼科用手術用シミュレータなどを豊富に備えた感覚器診断スキルズ・ラボラトリー、心肺

蘇生実習のためのロボットモデル等と演習機器を設置した心肺機能・救命救急スキルズ・ラボラトリーなどに分

かれています。平成15年（2003年）４月には、さらに術前手洗い練習室がオープンします。こうして、医学生の

参加型臨床実習（クリニカルクラークシップ）において必要な手技の指導と自学自習の反復によるスキルとして

の定着により、病棟での医学生の手技習得をいっそう効率的なものにすることができます。さらに、この施設は、

本学の教職員・学生ばかりでなく、広く社会に開かれた施設となるよう意図しております。皆さんの有効な利用

を期待しています。

本特集では、まず次ページに、本ラボラトリーの備品等の一覧を掲載しました。次いで、教務部学生課が作成

した本ラボラトリー紹介パンフレット「臨床医学技術の向上を目指して」を４ページにわたって転載しました。

さらにそれ以降のページでは、関係する臨床医学講座の協力を得て、本ラボラトリーの主要な備品やその利用風

景を写真と解説文によって紹介しました。そして最後に、将来展望にかかわる看護学科の一教官の提言を掲載し

ました。御協力を賜った皮層科学講座、泌尿器科学講座、眼科学講座、耳鼻咽喉科．頭頚部外科学講座、産婦人

科学講座、麻酔・蘇生学講座の各スタッフ、そして教務部学生課の方々に御礼申し上げます。
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